































































































































































































る 9）。今期を 0 期とし，前期を－1 期，前々期
を－2 期，というように考える。また以下では， 




























































と な る。こ れ を 以 下，Ｋ1 で 表 わ す。こ こ で
















































































章の議論より生産係数a1 ，a2 ，τ1 ，τ2 が与えら
れればt1 ，t2 は決まるので，さらにωが与えら







































先の（1 ＋r）ωt1 を加えると（1 ＋r）（a1κ1 ＋ωt1 ）
となる（式の右辺）。これがK1 を一期間利殖し

























































































































































































































なる。よって，n →∞のとき，na 1n → 0 となること
を示さねばならない。
　　　1 ＞a1 ＞0 であるので，a1 ＝1/（1＋ｈ），ｈ＞0，
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